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要 旨 

 道徳の教科化に向けて、道徳教育が注目されている。背景にあるのは、社会的

喫緊の課題であるいじめ防止の観点から、社会性や規範意識、善悪を判断する

力、思いやりや弱者へのいたわりのなどの豊かな心の育成などがあげられる。 

 本研究では、現在の道徳教育について、これからの道徳の授業についての 2 つ

の視点で、教職員のアンケート調査を実施した（有効回答 902 名）。調査内容は、

1)道徳の授業をする上で難しい点；2)現在の道徳の授業について；3)道徳教育で

子どもたちに育てたい力；4)道徳の授業力を高めるために必要なこと；5)これか

らの道徳の授業について；そして、6)教職課程の道徳教育の科目に期待すること

についての自由記述である。結果からは、道徳の授業の課題、小・中学校の教職

員のニーズの相違、自由記述による特徴が見られた。 
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１．問 題 
 学校の教育活動を通じて行う道徳教育を補充・深化・統合するための時間とし

て、各学年週１時間の「道徳の時間」が特設されたのは、1958 年の学習指導要領

改訂時からである。なお、道徳の時間における指導は、学級担任が行うとした。

1968 年の改訂では、基本的な内容や教育的役割には大きな変更はなかったが、目

標に「道徳性を養う」という文言が新たに加わった。1977 年の改訂では、「道徳

の時間」の目標として「道徳的実践力を育成するものとする」が加えられた。1989

年の学習指導要領の改訂においては、1958 年以来の大幅な道徳教育の改善がなさ

れた。大きな特徴は、幼稚園、小学校、中学校、高等学校の道徳教育の一貫性が

図られたことと、道徳の時間の指導内容が子どもたちの発達段階に応じて重点的

に示されたことである。「道徳の時間」の目標として「道徳的心情を豊かにするこ

と」が強調された。1998 年では、「道徳の時間」の目標に「道徳的価値の自覚を

深めること」を付け加えた。2002 年には、心のノートが全国の小・中学校に道徳

の補助教材として、無償配布された。 
 2008 年の改訂では、「道徳の時間」の役割を、「道徳の時間を要として学校の

教育活動全体を通じて行うもの」であるとした。目標では、道徳的価値の自覚を

一層促し、「自分の生き方について考えること」を付け加えた。 

 現在、道徳教育は、大きな転換期を迎えている。学校における道徳教育の改善

と充実が強く求められている。2013年2月の教育再生実行会議の第一次提言で

は、「いじめの問題等への対応について」の中で、「本質的な問題解決に向かっ

て・・・道徳教育の重要性を改めて認識し、新たな枠組みによって教科化し」と、

道徳教育の教科化について提言している。この提言を踏まえ、道徳教育の充実に

関する懇談会が12月に報告、中央教育審議会初等中等教育分科会が、2014年9月に、

「道徳教育専門部会審議のまとめ」を公表、10月の中央教育審議会答申を経て、

「特別な教科 道徳」になった。「道徳科」の目標は、「道徳性を養うため、・・・

自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己の生き方についての考えを深
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める学習を通して、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる」としてい

る。目指しているのは、考え議論する道徳科である。授業の開始時期は、小学校

が2018年度から、中学校が2019年からである。 

 道徳の教科化に向けた動きにともない、これからの道徳教育の方向性、道徳の

授業についての児童生徒への影響や教師の意識の変化、教材研究、発問や板書の

仕方などの指導方法についての具体的な課題が議論されている。 

 松下（2011）は、学校における道徳教育とは、もっぱら教育方法や技術の問題

であるとして、ここに疑問を投げかけ、道徳教育はどこに向かえばいいかを論じ

ている。住友（2013）は、今の道徳教育に求められているのは、教科化でなく、

何のための道徳教育かと言うことを議論することではないかと提言している。柴

山（2014）中学校の道徳教育における教材研究のあり方や指導方法を検討してい

る。岡田（2015）は、道徳の授業及びその教科化についての研究の中で、教科が

持つ影響力を言及している。新川（2016）は、効果的な道徳教育のための指導方

法のあり方を研究している。作田・中山（2016）は、教科化することで、児童生

徒たちの意識が変わることや授業を行う教師の児童生徒への支援する意識が高ま

り、道徳に対する工夫改善が期待できるとしている。 

 また、教職員の道徳についてのアンケート調査では、文部科学省の道徳教育実

施状況調査（2012）、東京学芸大学の道徳教育に関する小・中学校の教員を対象と

した調査（2012）などがある。 

 本調査では、道徳の教科化への流れの中で、教職員の道徳の授業について問題

意識やニーズ調査法を行い、また、教職課程の道徳教育に関する科目への意見を

自由記述で問うというものである。 
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２．目 的 

 本研究の目的は、道徳の授業について質問紙調査法を行うことにより、道徳の

教科化にむけての教職員のニーズと課題を把握することを目的とした。 

 

３．方 法 

３．１本調査対象者および調査時期・方法 

 本調査対象者は、A 県内公立小・中学校の教員 905 名（小学校 516 名、中学校

389 名、）であった。回収した調査用紙から、1)校種、職種、性別、経験年数、担

当する教科（小学校は最も関心の強い教科）、学校の規模などのフェースシート箇

所に欠落のある物、2)調査用紙の裏面（ないしは、片面）が全て未記入の物の何

れかに該当した調査用紙を除き、902 名（小学校 514 名、中学校 388 名）を分析

対象とした。 

 調査時期は 2016 年 7～8 月であった。調査方法としては、質問紙（Appendix 2 

参照）を各学校と研修会で配布・実施・回収を行った。 

 

３．２本調査質問紙の構成 

 質問紙は、東京学芸大学の道徳教育に関する小・中学校の教員を対象とした調

査（以下「教員を対象とした調査」と表記）を参考に、道徳科の授業についての

本研究独自の質問項目を加えて構成した。無記名式の質問紙（A3 版両面に印字）

を用い、調査目的の説明の後、回答記入という手順であった。調査対象者の校種、

職種、性別、経験年数、担当する教科（小学校は最も関心の強い教科）、および学

校の規模に加え、1)道徳の授業をする上で難しい点；2)現在の道徳の授業につい

て；3)道徳教育で子どもたちに育てたい力；4)道徳の授業力を高めるために必要

なこと；5)これからの道徳の授業について；そして、6)教職課程の道徳教育の科

目に期待することについての自由記述による質問項目に対して回答を求めた。 
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４．結 果 

 調査の結果を以下に記す。 

 

４．１ 調査対象者の概要 

 調査対象者の学校種・職種・性別・経験年数・教科・学校の規模を Table 1～6 

に示す。 

 

Table 1 学校種 

 人数 割合（％）

小学校  514 57.0
中学校  388 43.0
合計 902 100.0

 

Table 2 職種 

 人数 割合（％）

管理職 67 7.4
教員  827 91.7

合計 894 99.1

Table 3 性別 

 人数 割合（％）

女性  467 51.8
男性  435 48.2

合計 902 100.0
 

 

Table 5 教科 

 人数 割合（％）

国語  197 21.8

社会  106 11.8

算数、数学  196 21.7

理科  86 9.5

生活  21 2.3

音楽  36 4.0

図画・工作、美術 33 3.7

体育、保健体育 118 13.1

家庭、技術  29 3.2

外国語  67 7.4

無回答  13 1.4

合計 902 100.0

Table 4 経験年数 

 人数 割合（％）

10 年未満 347 38.5
10-20 年未満 174 19.3
20-30 年未満 150 16.6
30 年以上 231 25.6
合計 902 100.0

 

Table 6 学校の規模 

 人数 割合（％）

11 学級以下 204 22.6
12-24 学級 572 63.4
25 学級以上 126 14.0

合計 902 100.0
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４.２ 道徳の授業をする上で難しい点 

 道徳の授業をする上で

難しい点については、

Figure 1のとおりである。

難しい点として上位に

挙げられているのは、①

「発問」、②「指導方法」、

③「意見の交流」、④「資

料を探す」などである。

一方、低いのは、「ワーク

シートの作成」、「導入」、

「展開」などである。       Figure 1. 道徳授業をする上で難しい点 

                     （全体） 

 

 小・中学校の比較を

すると、Figure 2 のと

おり、小学校では、①

「発問」、②「意見の交

流」、③「指導方法」の

順になっている。中学

校では、①「資料を探

す」、②「指導方法」、

③「発問」の順になっ

ている。            Figure 2. 道徳授業をする上で難しい点 

                    （小・中学校の比較） 
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４.３－１ 現在の道徳の授業について 

 現在の道徳の授業について、十分に行われていると思うか不十分と思うかにつ

いて、Figure 3, 4 に挙げる。小学校も中学校も十分は、20％程度であり、不十分

は、80％程度である。管理職と教諭を比較すると、管理職は、約 40％が十分と

思っており、教諭よりも高い割合になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

Figure 3 道徳の授業について   Figure 4 道徳の授業について 

（小・中学校の比較）      （職種の比較） 

 

４.３－２ 現在の道徳の授業について；不十分な理由 

 現在の道徳の授業について、不十

分な理由は Figure 5 のとおり、①

「忙しくて他の指導に時間を取られ

がちである」、②「指導の仕方が難し

い」、③「道徳の時間の目標や意識が

十分に理解されていない」の順であ

る。小学校と中学校で比べても、こ

の上位３つは同じであった。 

 

 
Figure 5 道徳の授業が不十分な理由 
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４.４ 子どもたちに育てたい力 

 質問項目は、改訂学習指導要領（2015）に示す道徳の内容のうち、小学校と中

学校の内容を合わせて、整理して 20 項目に示したものである。道徳教育で子ども

たちに育てたい力は、①「善悪の判断、自律、正直、誠実、自由と責任」、②「親

切、思いやり、感謝」、③「生命の尊さ」の順になっている。小学校と中学校で比

較をすると、小学校も中学校も、この順位は変わらなかった。 

 しかし、小・中学校の平均点の差について t 検定を行ったところ、「善悪の判

断、自律、正直、誠実、自由と責任」、「節度、節制」、「個性の伸長、向上心」、「親

切、思いやり、感謝」、「友情、信頼」は、小学校が 1％水準で有意に高かった。「よ

りよい学校生活」、「感動、畏敬の念」は、中学校が 1％水準で有意に高かった。 

 

Figure 6 子どもたちに育てたい力（小学校と中学校） 

*

*
*

*

* *

*



 

道徳の教科化にむけての小・中学校教員のニーズ調査 

515 

４.５ 道徳の授業力を高めるために必要なこと 

 道徳の授業力を高めるために必要だと思われていることについて、全体として

は①「達人の授業参観」、②「学級経営の充実」、③「先輩の授業を参観」の順に

なっている。 

 しかし、小・中学校の

校種別では、Figure 7 の

とおり、順位が異なって

いる。小学校では、①

「達人の授業参観」、②

「学級経営の充実」、③

「先輩の授業を参観」の

順になっており、中学校

では、①「達人の授業参

観」、②「先輩の授業を

参観」、③「校内研修」の     Figure 7 道徳の授業力を高めるために必要 

順になっている。            なこと 

 

４.６－１ これからの道徳の授業についての因子分析 

 「これからの道徳の授業についてどのように考えますか」の問いは、35 項目で

質問し、「そう思わない」から「そう思う」の 5 件法で回答を求めた。その結果に

ついて、最尤法ブロマックス回転で因子分析を行い、3 因子を得た。そこでさら

に、負荷量が 0.3 未満の 5 項目（4, 5, 15, 23, 29）を除いた 30 項目で因子分析を行っ

た結果が Table 7 である。第 1 因子は、道徳に多様な視点や方法を取り入れる工夫

としての「多様なアプローチ」。第 2 因子は、授業のねらいにせまるための基礎技

法として、「ねらいにせまる授業」。第 3 因子は、ＩＣＴや映像資料の活用として

の「メディアの活用」である。 
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Table 7 「これからの道徳の授業について」プロマックス回転後のパターン行列 
因子 

1 
多様な 

アプローチ 

2 
ねらいに 

せまる授業

3 
メディアの

活用 

 12  調べ学習 .741 -.181 -.109 
 30  校外体験 .704 -.169 -.006 
 11  自治体資料 .516 -.022 .021 
  9  他教科連携 .507 .113 -.069 
 20  保護者協力 .499 .120 -.097 
  8  人間関係 .456 -.082 -.047 
 33  性的少数者 .446 .011 .130 
 13  現実の問題 .431 .080 .034 
 24  テーマ重点 .414 .188 -.019 
 10  新聞ニュース .410 .052 .050 
 31  担任以外 .388 .000 .112 
 16  複数時間 .376 -.009 .135 
 26  問題解決型 .363 .179 -.047 
 35  外部講師 .355 .023 .216 
 22  情報モラル .345 .149 .106 
  6  心理教育 .322 .153 .070 
 28  ねらい意識 -.128 .762 .011 
  2  ねらい迫る発問 -.132 .756 -.058 
  1  資料提示 -.151 .702 .087 
 21  終末の工夫 .023 .587 .030 
 25  実態ふまえる .009 .576 -.038 
  3  子どもの本音 -.042 .516 -.091 
 19  発達を意識 .125 .490 .035 
  7  板書の工夫 .147 .470 -.018 
 32  指導要領 .223 .428 .006 
 27  継続把握 .274 .365 -.008 
 14  比較しない .097 .361 .027 
 18  ＩＣＴ提示 -.061 -.087 .913 
 17  ＩＣＴ作成 .035 -.035 .772 
 34  映像資料 .038 .137 .475 
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４.６－２ 3 因子とそれぞれのカテゴリーとの比較 

 十分・不十分との比較をすると、「ねらいにせまる授業」で、不十分の群が 1％

水準で有意に高い。小・中学校との比較をすると、「ねらいにせまる授業」で、小

学校の群が 1％水準で有意に高い。 

 
Figure 8 十分・不十分の違い      Figure 9 校種の違い 

 

 経験年数との比較をすると、「多様なアプローチ」と「メディアの活用」で、経

験年数 10 年未満の群が 1％水準で有意に高い。性別との比較をすると、「ねらい

にせまる授業」で、女性の群が 1％水準で有意に高い。 

   

Figure 10 経験年数の違い        Figure 11 性別の違い 
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４.７ 大学の教職課程の道徳教育の科目への期待（自由記述） 

 大学の教職課程の道徳教育の科目に関して自由記述で調査を行った。 

（１）カテゴリー別回答数 

 「教員を対象とした調査」の「当該科目に関して大学の教職課程に期待するこ

と」に関するカテゴリ－分類を参考に、評価のカテゴリーを加えてコード表作成

した（Appendix1）。カテゴリー別回答数の結果を Figure 12 に示す。 

 

Figure 12 自由記述回答のカテゴリー別回答数 

 

 小学校の回答数は 287 で、多いものから「具体的な指導方法・多様な指導方法」

「道徳授業の観察や実体験」「道徳資料の研究や開発」の順になっている。中学校

の回答数は 175 で、「具体的な指導方法・多様な指導方法」「道徳教育の意義」「道

徳授業の観察や実体験」「教職課程の位置づけ・全教育活動」の順になっている。 
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（２）カテゴリー別回答例 

カテゴリー別の解答例を Table 8 に記す。 

 

Table 8 カテゴリー別回答例 

カテゴリー 回答例 

道
徳
教
育
の

意
義 

道徳の授業を実施する意義をしっかり理解させてほしい。 

なぜ道徳を行うのか、道徳性とは何かなど、道徳の大切な部分。  

道徳の目的が何でどのような手段や方法によって道徳性を高めるか。 

教
育
課
程
の

位
置
づ
け 

人（生徒）とコミュニケーションをとることができる人材育成。 

ボランティア教育の充実を図る。学校関係と学校以外の 2 つ。 

自由な意見を引き出すための人間関係術、アイスブレイクなどの指導があ

ると良い。 

道
徳
資
料
の

研
究
や
開
発 

資料の選択、実践、教材作り。 

児童がよく考えられる（児童を引きつける）資料の開発、発掘（実話など）。 

子どもの実態に応じて教材開発を行える力の育成や実態に適した資料を取

捨選択できる知識やネットワーク。 

具
体
的
な
指
導
方
法
・
多
様
な

指
導
方
法 

色々なケース（価値）に関する模擬授業をたくさん行っていくことがよい

のではないでしょうか。 
要領の内容を十分に理解させた上での実例や、展開例の明示。また、それ

らを踏まえた模擬授業、ふり返りの実施。 

具体的な指導例等、授業に直接役立つものがよいと思います。 

具体的な授業の進め方（発問、板書、資料の提示など）⇒ それによって子ど

ものどういう姿をねらうか。 
生徒への言葉かけ、質問の仕方など、どう語りかけ、ねらいにもっていっ

たらいいのかなどの方法。 

道
徳
授
業
の 

観
察
や
実
体
験 

実際の指導法を見たり、体感したりする経験。 
アシスタントとして指導者側に立った実践を行う。 

モデルになるような道徳の授業を大学の授業の中で見せてあげる。 

実際に道徳の授業を体験すること。また、道徳の授業を参観し、どのよう

なねらい、効果があるのかを実感する。 
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５．考 察 

５.１ 道徳の授業をする上で難しい点 

 道徳の授業をする上で難しい点として挙げているのは、小学校では、発問、意

見の交流、指導方法の順になっている。中学校では、資料を探す、指導方法、発

問の順になっている。中学校の資料を探す以外は、発問も意見の交流も指導技術・

方法である。このことから、道徳の授業をする上で難しい点は、指導技術・方法

が難しいと捉えることができる。松下（2011）は、「道徳授業では、あらかじめ正

答と想定している判断や理由を子どもたちから引き出す技術が優れた授業技術だ

とされ､（略）道徳授業が現代の子どもたちに必ずしも支持されているわけではな

い。（略）道徳授業をどうやったらいいかの戸惑い、苦慮している学校・教師の姿

がそこからは伺える」としている。 

 教員は、道徳の授業の指導技術・方法を、形式化して捉えているところがある

のかもしれない。問題解決的な学習や体験的な学習など、多様で効果的な指導方

法を取り入れ、今後どのように道徳科の授業を展開したら良いかを検討する必要

がある。 

 

５.２ 現在の道徳の授業についての受け止め 

 現在の道徳の授業についての受け止めでは、小学校も中学校も十分は、20％程

度であり、不十分は、80％程度である。「教員を対象とした調査」では、小学校の

十分が 33.6％、不十分が 66.2％で、中学校の十分が 25.0％、不十分が 74.8％であ

る。今回の調査の十分が低くなっているのは、教科化の流れの影響から、教員が

授業の実施状況を改めて意識化したことによるものと考えられる。 

 管理職と教諭を比較すると、管理職の十分は、40％程度と高くなっている。管

理職のデータ数が少ないため、言及は難しいが､希望的な実施状況と捉えること

ができるかもしれない。 

 十分に行われていない考える理由については、小学校も中学校も、「忙しくて他
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の指導に時間を取られがちである」、「指導の仕方が難しい」、「道徳の時間の目標

や意識が十分に理解されていない」を挙げている。「教員を対象とした調査」でも､

同じ理由が挙げられている。しかし、文部科学省の道徳教育実施状況調査（2012）

では、道徳の時間授業時数は35時間実施しているとの報告もある。意識調査と実

施状況調査のずれは、今後のインタビュー等で明らかにしていきたい。 

 「忙しくて他の指導に時間を取られがちである」の理由は、道徳の授業が、他

の教科等に比べて軽んじられている傾向があると考えられる。この問題は、道徳

科として教育課程に位置づけられたことで解決するであろう。 

 他の二つの理由の「指導の仕方が難しい」、「道徳の時間の目標や意識が十分に

理解されていない」は、道徳の授業をする上で難しい点と同じである。 

 

５.３ 子どもたちに育てたい力 

 子どもたちに育てたい力は、小学校も中学校も、「善悪の判断・自律、・正直・

誠実・自由と責任」、「親切・思いやり・感謝」、「生命の尊さ」の順になっている。

「教員を対象とした調査」では、小学校も中学校も、「思いやり・親切」、「生命の

尊重」、「基本的な生活習慣・節度・節制」になっている。 

 今回の調査で、「善悪の判断・自律、・正直・誠実・自由と責任」を多くの教員

が育てたい力に挙げているのは、子どもの規範意識や社会性の低下やいじめ問題

等の対応と道徳教育が結びつけられた背景など、基礎的に教えなければいけない

ことをしっかり教えることの必要性を教員が求めているからなのであろう。 

 小・中学校の学校種によるニーズの差を考察する。小学校は、「善悪の判断、自

律、正直、誠実、自由と責任」、「節度、節制」、「個性の伸長、向上心」、「親切、

思いやり、感謝」、「友情、信頼」が、1％水準で有意に高かった。内容項目のＡ 主

として自分自身に関すること、Ｂ 主として人とのかかわりに関することについ

ては､小学校の教員が育てたい力と考えている。 

 中学校は、「よりよい学校生活」、「感動、畏敬の念」が、1％水準で有意に高かっ
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た。Ｃ 主として集団や社会とのかかわりに関すること、Ｄ 主として生命や自

然、崇高なものとのかかわりに関することを中学校の教員が育てたい力と考えて

いる。小・中学校の教員のニーズは、子どもの発達段階を意識していることがわ

かる。 

 

５.４ 道徳の授業力を高めるために必要なこと 

 道徳の授業力を高めるために必要なことは、「達人の授業参観」、「学級経営の充

実」、「先輩の授業を参観」の順で挙げている。小・中学校で比較すると、「達人の

授業参観」、「先輩の授業を参観」は同じであるが、小学校は、「学級経営の充実」

を挙げ、中学校は、「校内研修」を挙げている。先輩や達人の授業参観のニーズが

高く、それをモデルにすることで､授業力が上がると考えているようである。大学

の教職課程の道徳教育の科目への期待でも、「道徳授業の観察や実体験」を挙げて

いる自由記述が多いことから、道徳の授業力を高めるためには、教員は、自分も

これから教員になる学生にも、授業参観を求めている。 

 

５.５ これからの道徳の授業について 

 35 項目の質問から因子分析を行い、3 個の因子「多様なアプローチ」、「ねらい

にせまる授業」、「メディアの活用」を抽出した。道徳の授業が十分・不十分群の

比較をすると、「ねらいにせまる授業」で、不十分の群が 1％水準で有意に高い。

充実した道徳授業のために最も肝要なことは、発問や終末の工夫など、他の授業

と変わらぬポイントが意識されている。 

 次に、小・中学校で比較をすると、「ねらいにせまる授業」で、小学校の群が 1％

水準で有意に高い。道徳という抽象的な学習対象について、より確かな授業デザ

インが児童のためには必要と認識されているのかもしれない。 

 経験年数で比較をすると、「多様なアプローチ」と「メディアの活用」で、経験

年数 10 年未満の群が 1％水準で有意に高い。若手のほうが新しいことの導入に積
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極的な傾向があると考えられる。 

 性別で比較をすると、「ねらいにせまる授業」で、女性の群が 1％水準で有意に

高い。この結果の解釈には注意が必要であり、小学校教員に女性が多いことによ

る、見かけ上の関係である可能性にも考慮するべきであろう。 

 

５.６ 大学の教職課程の道徳教育の科目への期待 

 自由記述の回答数が多かったのは、「具体的な指導方法・多様な指導方法」「道

徳授業の観察や実体験」「道徳資料の研究や開発」である。これからの道徳の授業

についての 3 因子の第 1 因子の「多様なアプローチ」、第 2 因子の「ねらいにせま

る授業」と同じである。道徳教育の科目への期待は、教員がこれからの道徳の授

業について考えていることであり、「多様」「具体的」「モデル」「資料」「観察」「実

体験」などの特徴的な記述が見られ、道徳の授業に直接役立つものを期待してい

る。 

 

５.７ 今後の課題 

 今回の調査では、道徳の教科化にむけての小・中学校教員のニーズ調査を行っ

たが、調査内容に限界もあった。インタビュー調査などの質的研究を行って、さ

らにより具体的なニーズを把握できれば、教員のニーズを反映した道徳教育の科

目の設定が可能になるであろう。 
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Appendix 1 自由記述のカテゴリー分類 
分類項目 含まれる内容の例 
道徳教育の意義 道徳教育の重要性 必要性 有効性 人間形成の基盤・根幹 道徳教育のよさ 
道徳教育の思想・ 
歴史・外国の様子  

道徳の思想 道徳の歴史 外国の道徳教育 共生 グローバルな視点 宗教・哲

学・人間学との関係 
道徳性の発達 
・子どもの課題 

子どもの心の発達 心や成長の課題 子どもの心理 自尊感情 子ども理解 障害

の理解 心の変化・変容 
社会の問題 
・教育課題 

社会問題 人権教育 平和の問題 人種等の問題 家庭教育 
規範意識 公衆道徳 生命尊重 環境問題 メディア 

道徳の目標や内容 
内容項目 道徳的実践力 生きる力 善悪 人間として大切なこと 育てたい子ど

も像 
教育課程の位置付け 
・全教育活動 

教科等との関連や違い 全教育活動で行う道徳教育 体験活動 ボランティア活動

生徒指導 人間関係づくり 
学習指導案の書き方 学習指導案の作成方法 道徳の時間の指導計画 

道徳資料の研究や開発 
効果的な資料 資料の生かし方 資料分析の方法 心のノート 資料（教材）さが

し 教材研究 資料の自作 

具体的な指導方法 
・多様な指導方法 

指導法（指導方法） 指導理論 指導技術・技能 実践例 授業の作り方・進め方

展開の方法 板書やノート 模擬授業 グループ活動 授業分析・評価 ロールプ

レイ エンカウンタースキル 
道徳授業の観察や実体験 授業観察・参観 教育実習 授業の実施 研究会などへの参加 

学生自身の人格形成 
学生の道徳性・生き方 社会人としての常識 様々な人・先人の生き方や考え方 学

生の人権感覚 学生の心の教育や体験の充実 コミュニケーション能力 

教師としての人格形成 
子どもを受容する力 教師の専門性 共に歩む構え 教師としての礼儀 熱意 や

る気 教師（大人）の人権感覚 
理論と実践のバランス・違い シラバスにおける理論面と実践面のバランスの問題 
多様な情報の提供 情報の多様な提示 サイトの活用 
教職や授業への意欲 教職への意欲 授業への意欲 道徳の好意的受け止め 
教職課程や制度 道徳を主免に 単位数を充実 
評価 評価の在り方  
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Appendix 2 調査の質問項目 

 



 

道徳の教科化にむけての小・中学校教員のニーズ調査 

527 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



神田外語大学紀要第29号 

The Journal of Kanda University of International Studies Vol. 29 (2017) 

528 

 

 



 

道徳の教科化にむけての小・中学校教員のニーズ調査 

529 

 


